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の回復が遅いという仮説の実証を試みた。結果は D タイプのみならず、I タイプの好奇心
もネガティブ感情の持続に関与しており、好奇心が感情持続の重要な変数になることがあ
らためて示唆された。研究５では引き続き好奇心の効果が、不確実性の効果と対比可能な
形で検討され、ポジティブ感情でも、ネガティブ感情でも、不確実性ではなく好奇心が情
動を持続させること、そしてこの過程が注意によって媒介されることが明らかにされた。
さらに、不確実性が好奇心を喚起した時にのみ情動が持続しやすくなることも示唆された。
さらに研究６では、付加的な研究として、経験サンプリング法により行われた感情持続時
間の web 調査結果が紹介され、日常における感情経験の持続時間の半数が15分以内であ
り、60分を超えるような持続経験は10％程度しか存在しないことが示された。
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　第３部は、総合考察として、まずAREAモデルへの修正に関する論考が展開された（第
12章）。ここでは先に論じたように、不確実性よりも好奇心を説明変数として取り込む必
要があることが強調され、AREA モデルは、「説明できない」という状態ではなく「説明
したい」「知りたい」という状態が情動を持続させるという形に修正する必要性があると
論じられている。また、第13章では、幸せ研究と快楽順応研究への示唆という、より広
範な視点からの考察が行われ、一日に何度も経験する小さな幸せ・不幸せに着目した研究
を行っていくことの重要性が確認され、結語（第14章）として、そのような幸せを持続
させる可能性を見出した本研究は、基礎的研究のみならず、社会的にも意義があり、今後
実生活への応用も検討すべきであろうと結ばれている。
【論文評価】
　金子氏の論文は、論旨が明確で、心理学的研究としての成果も高く、全般に博士の学位
を授与するのにふさわしい論文と評価できるという意見で一致した。口頭試問や公聴会で
は、理論的検討はまとまっているが好奇心に関する研究のレビューが少ないこと、実証的
研究はややまとまりを欠き、相互の章の関係がシステマティックではないことが指摘され
た。また、AREA モデルの修正がどのような形で図式化されるかといった問題や、順応
することが適応的といえるのかなどといった大きな問題点も指摘されたが、今回の論文で
カバーできる範囲を超えているという判断もあり、可能な部分に修正を加えたうえで、内
容的にはおおむね妥当という評価となった。全般に、感情持続研究、広範に言えばポジテ
ィブ心理学研究に、新たな知見と関心をもたらす、独創的で充実した内容と考えられた。
【総合評価】
　本論文の実証研究のうち、研究５は“Cognition	 &	 Emotion”という海外のメジャーな
査読付き雑誌への掲載が決定しており、また研究２の内容は「感情心理学研究」という国
内のメジャーな査読付き雑誌にすでに掲載されている。さらに、研究１・研究３の内容は
本学の紀要に掲載され、研究４・研究６の内容は、国際・国内学会で発表されている。ま
た金子氏は、業績一覧に示される通り、学内・学外の研究者との共同研究も数多く展開し
ており、研究者としての資質はきわめて高いと判断される。なお、本論文については、不
正判定ソフトにより、盗用等の不正行為がないことも確認されている。以上より、本論文
は、社会学研究科（社会心理学専攻）の博士学位審査基準に照らしても妥当な研究内容で
あると認められる。従って、所定の口頭試問結果と論文評価に基づき、本審査委員会は全
員一致をもって、金子氏の博士学位請求論文は、本学博士学位を授与するに相応しいもの
と判断する。
